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E ま用説明書-保証書 I 

このたびは、興社製品をお買し止げいただきありがとうございます。 

この説明書にはフジフイルムインスタントカメラ instax mini 7 S 
の使い方びまとめられています。 

内容をよくご理解の上、正しくご使用ください。 
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FUJEfILM 

保証書 


製品名 instax mini 7 S 

ご購入年月日 

年月日 

お名前 

様 TEL 


ご住所 



店名印 


製品保証規定 


1 . 保証の内容 

ご購入後1年!^处内に万一この製品び故障したときは、この保証書を 
添えてご購入店または弊社修理サービスセンターにお届けくださ 
し' i 。 無料で修理いたします。 

なお、お届けいただく際の運賃などの諸費用は、お客様にてご負担 
願います。また、ご購入店と弊社間の運賃請掛かりにつきましても 
一部ご負担いただく場含びあります。 

2. 次の場合は保証期間内でち上記1 . の保証規定は適用されません（修 
理可能の場合は有料で修理をお引き受けします)。 

イ.修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないわの。 

□. 保証書にご購入年月曰、購入店名び記入されていない場合、ま 
たは記載事項を改ざんされた場合。 

ノし富±フイルム修理サービスセンターで分解、修理されたも 
の。 

二.火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

ホ.お取扱上の不を意（使用説明書 L 处外の誤操作、落下、衝撃、水掛 
か0、砂-泥の付着、カメラ内部への水•砂-ミ尼の入り込みなど)、 
保管上の不備（高温多湿やナフタ U ン、しょラのラの入った場所 
での保管)、お手入れの不備（かび発生など）により生じた故障。 
へ.本体に付帯している付属品類（ストラップなど）および消耗品 
(電池類など)。 

卜.前記がで弊社の責に帰すことのでさない原因により生じた故 
障。 

チ.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたちの。 

3. 本製品に対する保証は前記の範囲に限5れます。本製品の故障に起 
因する付随的損害（撮影に要した請費用、撮影によって得るであろ 
ラ利益の損失、精ネ申的な損害など）の補償には応じかねます。 

4. 本保証書は日本国内においてのみ有効です。 

•本保証書は、前記の保証規定によ0無料修理をお約束するわので、 
これによ0弊社およびそれ！;(がの事業者に対するお客様の法律上の 
権がを制限するちのではあ0ません。 

♦本保証書の表示についてご不明な点は、ち記の弊社問い含わせ先へ 
ご相談くださし、。 

♦本保証書は紛失されてち再発行いたしません。 


I 主な仕様 


使用フィルム 

フジ フイルムインスタントカラーフィルム instax mini 

画面サイズ 

6吕 mmx 46 mm 

レンズ 

2群2枚構成 f 二日日 mm 1:1 2.7 

ファインダー 

逆ガ1」レオ式ファインダー日.4倍ターゲットマーク付さ 

撮影範囲 

0.6 m~oo 

シャッター 

1/6日砂 

露光調節 

手動切り替えち式 

フィルム送り出し 

電動式 

フラッシュ 

常時発光フラッシュ（自動調光）充電時間： 0.2 秒〜目砂（新品電 
池使用時）フラッシュ撮影距離： 0.6 m 〜 2.7 m 

電 源 

単3形アルカ U 電池 （ LR 6) 4本撮影可能パック数：約20パック 
(当社試験条件による） 

オートパワーオフ時間 

已分間 

その他 

フィルムカウンターフィルムパック確認窓付き 

大ささ.質量 

11 9.5 mmx 121.日 mmx 7 日.己 mm 

320宮（電池、ストラップ、フィルム別） 


* 仕樣 • 性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 


このぶラなとさは… 

[ ホームぺージの rci & Aj ちご参照 <ださい。 

1 ■撮影中このよラなとさは… 1 

1 http://fujifilm.jp/support/ 

このよラなとさは 

考え 5 れる原因 

こラして<ださい 

シャッターか 
切れない。 

① 電池び消耗している。 

② 電池の入れ方び間違って 
いる。 

③ 電源び入っていない。 

④ ホランプび順々に点滅し 
ている。 

⑥電源 ON のまま何を操作 
しないで己分し八上放置し 
ていた。 

①電池を交換します。 

③電池を正しく入れてください。 

③ レンズ部を手前に引さ出し、電 
源を入れます。 

④ フラッシュ充電中です。緑ランプ 
び点なするまでお待ち < ださい。 

⑥レンズ部を一度押し戻して再度 
引さ出すか、シャッターボタン 
を押すと、電源 ON の状態に復帰 
しまず。 

フィルムび入 
らない、また 
はスムーズに 
入らない。 

①撮該しよラとしているフ 
ィルムパックびこのカメ 
ラに適合しない。 

③入れ方び正しくない。 

①フジフイルムインスタントカラ 
—フィルム instax mini を使用 
します（他のフィルムは使用でを 
ません)。 

③フィルムノむ/クの黄色の線とカメラ 
の位置合わせマーク(黄)を合わせ 
て入れます。 

ホランプび同 
時に点滅して 
いる。 

♦電池び消耗している。 

♦電池を交換します。 

■出来上がった写真がこのよ 5 なとさは… 

このよラなとさは 

考え 5 れる原因 

こラしてください 

出来上びった写 
真び白っぽい。 

① 明るさ調節ダイヤルの設 
定び正しくない。 

② 撮影時の温度び低い 
(+ 已むじ rF )。 

③ フラッシュ受光窓びふさ 
びれていた。 

①明るさ調節ダイヤルを靜方向に 
一段階回して試してください。 

③撮影前のカメラを暖かい場所に 
置いてから撮影します。また、 
送り出された写真をポケットの 
中などで温めます。 

③フラッシュ受光窓をふさびない 
よラ、カメラの構え方に注意し 
て < ださい。 

出来上びった 
写真び暗い。 

①明るさ調節ダイヤルの設 
定び正しくない。 

③撮影時の温度び高い 
(+4 日む政上)。 

③ フラッシュ発光部びふさ 
びれている。 

④ フラッシュの光び届かな 
い。 

⑥白っぽい背景•鏡やガラス 
などによるフラッシュ反射 
光の影響を受けている。 

①明るさ調節ダイヤルを母方向に 
一段階回して試してください。 

③カメラを涼しい場所に置いてか 
ら撮影します。また、送り出され 
た写真を熱いちのの上や近< に 
置かないでください。 

③ フラッシュ発光部をふさびない 
よラ、カメラの構え方に注意し 
てください。 

④ 被写体から日.巨 m 〜 2.7m の範囲 
で撮影します。 

⑤ 白っぽい背景-鏡やガラスに対 
して斜め方向から撮影します。 

画面びぼんや 
りしている。 

①撮影距離び近ずぎる。 

③撮影レンズび巧れてい 

③手ブレのため。 

① a 日 m 政上離れて撮該しまず。 

③弊社修理サービスセンターにご 
ネ目談ください。 

③カメラをしっかり構えて、ゆっく 
りシャッターボタンを巧します。 

画面にむらび 

① 取り出してすぐ写真に圧 
力び掛かった。 

② 写真びスムーズに送り出 
されない。 

①画面内を巧さえたり、曲げたり 
しないで < ださい。 

③フイルム出□を指などでふさび 
ないで < ださい。 

ファインダー 
でねらったち 
のとズレて写 
った。 

♦撮影距離び近すざる。 

• 0.巨の政上離れて撮影します。 


ア フターヴー ビスについて 

お手持ちの製品び故障した場合には、次の要領で修理させていたださます。 
ご購入店または富±フイルム修理ヴービスセンターに直接お申し出くださ 
い。それ臥外の責は、ご容赦いただきまず。なお、保証、使い方などのご 
不明な点につきましても、ちに記載の富±フイルム修理ヴービスセンター 
をご利用 < ださし、。 

■代品修理 

修理内容によっては外観の異なる同等タイプカ^ラの部品を代用、また 
は同等タイプ カメラを 代品する場合びあ0ますので、あ5かじめご了承 
<ださい。 

• 巧料修王覃 

故障した製品についてはご購入年月曰、購入巧名の記入された、ご購入 
曰より1年政内の保証書び添付されている場含には、保証書に記載され 
ている内容の範囲巧で、無料修理させていただをます。 

* 詳しくは、製品保証規定をご覧ください。 

•有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料とな0ます。保証期間巧であ 
っても、製品保証規定の「2」の場含はすべて有料となります。また運賃 
諸掛かりは、お客様にてご負担願います。 

•修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひどく、故障前の性能に復元で 
きないと思われるわの、および部品の手当び困難なわのなどは修理でを 
ない場合もありますので、富±フイルム修理サービスセンターにお問い 
合わせください。 

•修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後已年を目安に保有してお0ます 


ま全にご使用いただくために 


取扱上のお願い 


♦この製品および付属品は、写真撮影 L ソ外の目的に使用しないでください。 
•製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの上、正 
しくご使用ください。 

♦この説明書はお読みになった後で、いつでも見日れるところに必ず保管してく 
ださい。 


ZL 言告 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、人び死 t または重傷を負う巧 
能性び想定される内容を示していま 
ず。 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、人び傷害を負ラ可能性び想定 
される内容、および物的損害のみの発 
生び想定される内容をおしていまず。 


么 


化 


0絶対に分解しないでください。感電の原因になります。 

落下などにより巧部び露出したときは、絶対に触れないでください。高圧 
回路びあり感電する原因になります。 

カメラ(電池)び熱くなる、煙び出る、編ブ臭いなどの異窜を感じたときは、 
ただちに電池を取り出してください。発乂ややけどの原因になります（電 
池を取り出す際、やけどには十分ご注意ください)。 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないでくださし'1。一時的に視力に影 
響することびあります。特に乳幼巧を撮影するときは気をつけてください。 

力分ラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などび入ったとを 
は、ただちに電池を取り出して<ださい。発熱•発乂の原因になります。 

引火性の高いガスび充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナー 
などの近くでカメラを使用しないでください。爆発や発火-やけどの原因 
になります。 

力分ラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って 
ストラップを首に巻を付けると、窒息する原因になります。 

電池の分解、加熱、火中への投入、充電、ショートは絶対にしないでくだ 
さい。破裂の原因になります。 

^指定 Ui がの電池を使わないでください。発熱-発火の原因になりまず。 

A 電池は乳幼巧の手の届かないところに置いてください。乳幼児び誤って飲 
^み込む原因になりまず。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診襄を 
受けて < ださい。 


A 

A 

(S) 

A 

A 

A 

A 


ZL 注意 


カメラを城らしたり、施れた手で触ったりしないでください。感電の原因 
となることびありまず。 

自鼠車や自動車-列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮 
影をしないでください。交通事故などの原因となることびあります。 

新しい電池とちい電池、違ラ種類の電池を混ぜて使巧しないでください。 
また、電池の©©を誤って装てんしないようにごま意ください。電池の 
破裂、液ちれにより、発乂、けびや周囲を巧損する原因となることびあり 
ます。 

/ K 力分ラの内側の可動部に軸れないでください。けびの原因となることびあ 
ります。 


A 

A 

A 


C€ 


このマークは、を全性、衛生、環境なび消責者保裏に関する EU (欧如 
連合）の要ボ事項を、製品が満足していることを証巧するちのです。 
(CE とはヨー □ ツバ認定 (Conformite Europeenne) の略） 


ので、この期間中は原則として修理をお引さ受けいたします。なお、部品 

保有期間終了樓でも修理でをる場をわありますので、詳しくはご購入店か 

富±フイルム修理サービスセンターにお問い合わせ<ださい。 

♦修理ご依頼に際してのご注意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場含には、必ず保証書を添えて 
<ださい。 

2. ご購入底や富±フイルム修理サービスセンターで、ご指定の修理箇所、 
故障内容を詳しくご説明ください。故障の状態によっては、事故とな 
ったフィルムなどを添えてくださると修理作業の参考にな0ます。 

3. 修理箇所のご指定びないときは、弊社では各部点検をはじめ品質、性 
能上必要と思われるすべての箇所を修理しますので、料金び高<なる 
ことびおります。 

4 .修理料金び高く見込まれる修理のとをは「0000円!^^上は連絡して 
ほしい」と金額をご指定ください。ご指定のないときは3,日日日円]^处内 
の料金で修理完了する場含は修理をすすめさせていただをます。 

己.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるため、修理品 
から取り外してお手もとに保管してください。 

目.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時のが箱などに入れて 
しっかり包装し、必ず書留ル包でお送りください。 

7.修理期間は故障巧容によ0多少違いますび、厳重な調整検査を行いま 
すので、普通修理品の場合は富±フイルム修理サービスセンターで、 
お預かりしてから通常7〜10曰位をご予定くださし、。 

•海列旅行中の故障 

本製品の保証書は国内に限0有効です。万一、海が旅行中に故障や不具 

含び生じた場合は、持ち帰った後、国内の富±フイルム修理サービスセ 

ンターにお問い合わせください。 


■カメラの取り巧い 

1. 力>^ラは精密機械でずから、水にめらしたり、落としたりしてショックを与えないでくだ 
さい。また、砂の掛かりやすいところには置かないでください。 

2. 市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度をご確認の上、ご使用くだ 
さい。携帯電話、 PHS 用ストラップは軽量機器用ですので、ご使用の際は特にごを意 
<ださし、。 

3 .長期間お使いにならないときは、電池を取り出して、湿気、熱、ほこりの影響のかない 
ところに保管してください。 

4.ファインダーなどびちれた5、プ□アーブラシでほこりを化い、柔5かいなで軽くふき 
とって< ださい。 

巳.巧れをふさとるのにシンナー、アルコールなどの溶剤は使用しないでください。 

日.フイルム室に巧れやほこりがあると、フイルムを傷つけることびあります。特にカメラ 
内部の清掃は常にむ掛けてくだごい。 

7.閉め切った自動車の中や、高温の場所、湿気のある場所、巧岸などに長時間放置しない 
で < ださい。 

8 .ナフタリンなど防虫剤のガスは、カメラにをフイルムにを有害ですから、たんすなどへ 
の収納は避けてくだごい。 

白.このカメラはマイクロコンピューターによって制御されているため、ごくまれにカメラ 
び誤作動する場合びあります。このようなとさは、電池をいったん取り出し、1分間しソ 
上おいてから再度入れ直してくださし、。 

10. このカメラの使用ミ品度範囲は+己で〜+40でです。 


■フィルム、写真の取り巧い 

1.フィルムは、涼しい乾燥した場所に保管してください。特に閉め切った自動車の中など 
の極端に高温の場所に長時間放置しないでください。 

2 . カメラに入れたフィルムは、でさるだけ早く撮影して<ださい。 

3 . フィルムを極端にミ品度の低い場所や高い場所に置いてしまった場合は、通常の温度にな 

じんでから撮影してください。 

4 . フィルムは有効期限内にお使いください。 

巳.空港の預け入れ荷物検査などでの強い X 線照射を避けてください。 未 使巧のフィルムに 
カブ U などの影響び出る場合びあります。手荷物としての機内持ち込みをおずずめしま 
す（詳しくは各空港でご確認ください)。 

日.写真は強い光を避け、涼しく乾燥した場巧に保存してください。 



* 列か!5入った異物や、フイルムか日ちれたおによって□ーラーが汚れた場合は、富±フ 
イルム修理ヴービスセンターにご相談ください。 





FUJM=ILM 


富±フイルム株式会社 


♦本製品のお問合せ巧 

富±フイルム PI ヴポートセンター 


ナビダイヤル 


^ 0570 -001-080 

括就づ呼び出し音の前に NTT より通信料の目安をお知らせします。 


受付時間：月曜日〜金曜日日： 0日〜17 : 4日（±曰祝日、年末年始、夏期 
休暇を除 <) 

► PHS • IP 電話- NTT 政外の固定電話などナビダイヤルをご利用いただ 
けない場合は、日 42-481-1 697にお願いします。 


•本製品の修理受付窓 □ 

富±フイルム修理サービスセンター 


ナビダイヤル 


FAX 


ナビ 3 Y 村レ I 

0570 -060-070 


0570-000-081 

づ呼び出し音の前に NTT より通信料の目まをお知らせします。 


受付時間：月曜日〜金曜日目： 0日〜17 : 40/±曜日10 : 0日〜17 : 00 
(曰祝日、年末年始を除く） 

► PHS • IP 電話- NTT 松列の固定電話などナビダイヤルをご利用いただ 
けない場合は、0228 -3 己-3己86にお願いします。 

►修理品を持参または送付される場合は、下記サイトをご覧ください。 

http :// fujifilm . jp / support / 


•富±フイルム製品のお問合せ先 
富±フイルム株式尝社 

お客様コミュニケーションセンター 03-5786-1711 

干1日 7-0052 東京都港区ホ坂日 T 目7ま3号 
富±フイルムホームぺージ： http :// fujifilm . jp / 















































































各部の説明 除：参考になる情報などの記載 * :ま意などの記載 


フラッシュ発光部 



陪=フラッシュは常時発光 
します。 


ファインダー 


フイルム出 □ 


陪影済みのフイルムが送り出さ 
れます。 

フラッシュ受光窓 


* 指やストラップでさえざらない 
で < ださし、。 


_レンズ部 

手前に引さ出すと電源が入り 
ます。 

押し戻すと電源が切れます。 



撮影の準備 


ストラップを取り付ける 



ストラップ通し巧にストラップを通 
しまず。 


落下防止のため、持ち運んだり撮影するとを 
はストラツフに手首を通してください。 


電池を入れる 



電池ぶたを開けます。 


■電池の交換時期 

■ホランプが3つ同時に点滅したとき 
■電源を入れたときに、緑ランフ 、赤ランフとち 
に点な/点滅しないと走 
*4 本とを新しい電池に交換してください。 



〇©©の方向を表示に合わせて 
①②の2本の電池を入れてか5、 
感④の2本の電池を入れまず。 

か電お取り出しシートが電池の下になるよラに 
して < ださい。 

©電池ぶたを閉めます。 

■電池の取り出し方 

〇上測の盛盛を取り出します。 

©電池取り出しシートをゆっくり引いて、下 
側の①②を取り出します。 


■使用ずる電池 ★単3おアルカ U 電池 （ LR 已 ） 4本 

* おず4本とを、巧しい同じ銘柄-種類のものを使用してください。 

* アルカ U 電池 L ソがは使用しないで<ださい。 

* 新しい電巧で約2□バック撮影でをます（当社試験条件による)。 

* 寒を地では電ミ也の性能び低下します。電池をポケットの中などで温めてからお使いください。 
* 同捆の電ミをは、試お品です。 


フイルムパックを入れる 


電池び入つていることを確認してから、直射日光を避けて行ってくださし、。 



裏ぶたを開けます。 

* 裏ぶたに無理な力を加えないで<ださい。 
* カメラの巧部に軸れないでください。 


〇フィルムパックの左ちを持ちまず。 
©フィルムバックの黄色の線とカメラ 
内部の黄色の位置合わせマークを合 
わせます。 

© まっすぐ落とし込むように入れまず。 
裏ぶたを閉めます。 

* 裏ぶたはひといをで閉めて<ださい。遗中で止 
めた0、 完全に閉まる前に開け閉めすると、フイ 
ルムび感光する恐れびありまず。 


〇レンズ部を手前に引き出します。 
©シャッターボタンを巧します。 
©排出されたフィルムカバーを取り除 
をまず。 

©フィルムカウンターが" S "-" I 日" 
に変わり、撮影可能になりまず。 

* シャツターボタンを巧ずと、フラッシュび発 
光します。 


フィルムパックをセットした樹ま、絶対に裏 
ぶたを開けないでください。フイルムび感光 
する恐れびあ D ます。 


■使用するフィルム 

★フジフイルムインスタントカラーフィルム instax mini (チェキ用フィルム) 

(他のフィルムは使用でをません） 

* フィ j レムバックには1枚の黒いフィルムカバーと10枚のフィルムび収納されています。 

* フィルムバックはカメラに入れる直前に内装袋から取り出してください。 

* フィルムカバー、背面2力巧の長方形の巧は絶対に巧さないでくだごい。 



撮影してみよう僱內ゃ暗い屋外での撮影) 


電源 ON > 

* レンズ部を手前に引き出します。 

陸11ランプが明るさ調節ダイヤルの筒の巧置で点なしていることを確認します。 


構える > ♦撮る ~ > 

* カメラを両手でしっかり構え、ファインダーをのぞきます。構図をミ夫め、 

シャツターを切ります。 

■常時，フラッシュが発光します。 


取り出す> 

モーター音が止まってか5、 
送り出されたフィルムの 
先端を持って取り出します。 


電源。 FF 


レンズ部を 
巧し戻します。 



* 最初の状態では明るさ調節ダイヤルのマーク 
び緑ランフにセットされています。 

* 電源を入れたまま約已分間放置すると、自動的にす 
ベてのランフび消の■し、省電状態に入ります。次の 
し、ずれかのち法で電源 ON 巧識こ復帰できまを 
•レンス部を一度巧し戻し、再度引を出す。 
•シャツターボタンを巧す。 


緑/ホランプについて 


緑ランプ：点む 

0 撮影準備が売了しました。 

ほ*撮影前に緑ランフの点灯を租 
語して < ださい。 


ホランプ：点滅 


順々に点滅 同時に点滅 

<フラッシュ充電中表/^ <星池容量害告表を> 




緑ランフび点灯するま 電池容量びみなくなり 

でお待ちください。 ましたので、巧しい電 

池と交換してください。 



* 横位置撮影では、フラッシュ発光部び上にくる 
ように構えます。 

* フィルム出□を指などでふさびないで<ださい。 
* 指やストラッフなどび撮影レンズやフラッシュ 
発光部、フラッシュ受光窓に疲からないよラに 
して < ださい。 


ファインダーは、中央の〇が見えるよ 
ラに真正面か5のぞいてください。 

その際，指がファインダーから見えな 
いように構えてください。 

*〇が中央からズレていると、見える範囲と写る 
節囲にズレび生じます。また、ファインダーから 
指び見える状態で撮影すると、フラッシュ撮影時、 
でをあびった写真び暗<なることびあ0ます。 


* 最短撮影距離は0.6 m でず。 

* フラッシュ光び届く範圓ま、0.日 m 〜 2.7 m です。 
* シャッターボタンを巧すときにレンス部に猫れ 
ないよラに注意してください。 

* フラッシュ撮影び禁止されている場所では撮影 
しないで < ださい。 


* フイルムび送り出されるときにフイルム出口を 
指などでふごびないでください。 

* 撮影したフイルムは、その都度取り出してくださ 
い。 


フイルムパックを取り出す 


1 



撮影するごとにフィルムカウンター 
の数きび"10"から減っていき、最 
後の1枚を撮り終わると、 "0" び表 
示されまず。 



明るさ調節ダイヤルを使って撮彰しよう佛るい屋外などでの撮影 ）I 點謀ま明るし、ところでちフラッシュが 


されいに写すために、撮影する場所の明るさに応じて明るさ調節ダイヤルを変えてください。 



〇明るさ調節ダイヤルのお天気マーク 
を緑ランプに合わせまず。 
©ダイヤルを合わせたら、構図を決め 
てシャッターを切りまず。 


■ 明るさ調節ダイヤル設定の目安 


1^ 

屋内 • 巧問 

屋内または暗い屋列（夜間）などでの撮影 

公 

量0 •曰 陰 

雨天、量天•日陰など、影がほとんど出ない条件での撮影 

を 

晴れ* 薄量 

晴天、または薄量りなど、明るい条件での撮影 

蘇 

快晴 

快晴など、非常に明るい条件での撮影 


上手な撮影のヒン 


このカメラは常時、フラッシュが発光しまず。 
上手に使いこなしてされいに写しましよ 5。 


■ 白っぽい背景-鏡やガラスなど、光を反射させるちの 
があるとさ 

みし斜めか百写ずなど、反射光がカメラに入 S ないように工夫しましよう。 

■ 二人 L ソ上の人物を撮影するとさ 

カメラからそれぞれの人物が同じ距離に並んで、巧等にフラッシュ光が当た 
るよラにしましよラ。 


■逆光で撮影ずるとさ 

明るさ調節ダイヤルを筒の方向に一段階回して撮影してみましよラ。 


フィルムや出来上がった写真を取り扱うときは… 

•写真の仕上がり +己でから+40での温度でご使用いただ<と、よい写真が得られます。 

* 気温がほい場合は、すぐに上着のゆった0したポケットの中などで約30抄間温めて<ださい。 

* 極端に熱いところに置かないでぐださい(ない拟やコンクリートの上、ストーブの巧くなど)。 

* 撮影直後の写真は画像が安定するまで直が日光は避けてください。また、写真を振る、巧げる、巧る、巧さ 
える、こずるなどしなし v ^< ださい。 


しい写真は、"初めの30砂間の温度"び大切です。 


• フイルムび巧っている状態では、絶対に裏ぶたを開けないでください。 
お^フイルムが感光する恐れびあります。 

防フイルムカウンターびリセットされ、正しい撮霞可能权巧が表をされません。 



•このフィルムの巧部には、黒色の腐食性（高アルカリせ）の液が含まれています。撮影後、約10分 
間でアルカリ性は弱まりまずび、未使用のフィルムや撮影直後の写真を扱うとさは、次のことを守 
つてください。 


爲 緣、心な 

口に入れない 切らない 引をはびさない 巧を開けない 

(特に乳巧おやぺットには 
ごを意ください） 

万一、この巧が皮廣やを服などについたときは、速やかに水で充分洗ってくだをい。また、目や口 
に入った場合はただちにを置の水で充分洗った後、医師の診察を受けてください。 

















































































































































































































